

















































































で、右手を屈臂して前に出し、足も同様に両足首から先を広げ、老女がその先に触れる姿勢で描かれている。その一方、摩耶夫人は画面右上空から飛来するものの、阿那律は振り返らず、侍者は三人増え、 金色の月は摩耶夫人一行 上に配され 画面中央上方 は、同じく金泥により七字題目が大書されるが、 類型化したスタイルで、その運筆に本作の うな個性は感じられない。また、会衆や動物の数はかなり増加しており、図像的にも本作と 相似性はほとんど見られない。　
鮮やかな彩色がよく残るが、筆技は本作に比べかなり劣る。恐ら



























































































































れ、その上には二月十五日の月が銀 によっ 表される。その題目のすぐ横、右 方からは摩耶夫人一行が阿那律に先導 刀利天より降下 る。図（
11）一行を振り返る阿那律が、地蔵菩薩のように
錫杖を手にしている点は注目されるが、釈迦の図像を同じくする正眼寺本が、やはり錫杖を手にしており、阿那律の図像として一定数























は、兜をかぶった甲冑形がそれにあたるかと推察されるが、宝床の四隅に分かれて登場、兜の緒を握るもの、あるいは合掌す も など姿勢は様々で持物は表さない。八部衆では 日月を掲げる真っ赤な阿修羅や鳥を頂く迦楼羅、蛇を載せる摩睺羅伽といった代 的な

























































































































































において相違点があり、釈迦の図像の異なる作品には、共通する図像もみられるという結果となった。即ち、いずれの作品とも直接的な影響関係のあ 作品をあげるこ はできない。本作はその図様において、先行作品から適宜図像を抽出して定型のスタイル 中に配置しており 特定の作例を忠実にコピーするも ではな ことを、再確認する結果となった。　
さて、最後に本作の開眼主、施主、その開眼 時期、そして本作
を特徴づける金字の題目を中心に検討し 若干の私見を提示した








































































て結ばれていたことを考慮すると、本作が、京都の絵師により制作された可能性も十分考えられる。必ずしも洗練された作風とは言えないが、本作の絵師の技術水準は決して低くはない。ま 、よく整理された画面構成や古様な釈迦のスタイルの採用、その他、太山寺本、長宝寺本、妙興寺本、西明寺本、更に土佐行広筆の興聖寺本などと共通する図像を用い、それらを破綻なく巧に再構成している点からみても 仏画制作に精通し、豊富な図像 収集 工房の制作である可能性が高い。　
残念なことに、妙覚寺は天文法華の乱によってその寺宝の多くを

















信徒に授与するために多数書 たが、このインパクトの強い題目の文字は、日蓮と信徒、師と弟子を硬く結びつけるアイコンとして重要な役割を果たしたのである。日蓮宗では、これら日蓮自筆の曼荼羅を本尊とするとともに、弟子達 その姿勢を継承 、自らも曼荼羅を書して布教の為のアイテムとして活用していった。　
やがて、京都への門流の勢力拡大に伴い、曼荼羅の趣旨をより具




羅」 、鬼子母神や十羅刹女、三十番神と った守護神などの各種信仰の画像が次々制作され、近世期には、その画面中央 定型化した七字題目が 機械的に記されようになっていったのであ

































田（現海南市）にまで次々と積極的に教線拡大のための布教活動を展開している。そこで、各寺院の開創乃至復興時期を再度時系列的に整理してみることとする。まず、経王寺に関しては永享元年 開創、妙台寺に関しては永享十年の復興 そして、妙光寺の復興時期に関しては明示 いないが、本作 開眼が永享六年であること、またこれら三寺院から京都への距離を考えると 、妙台寺の順で進んでいったことが想定される。　
一方、日延の妙覚寺第九世就任は、兄弟子の第八世妙華院日遵の













































ても、この大覚曼荼羅本尊と同様師と弟子、日延と日源を強固に結びつけるアイコンとしての機能を果たしているものと考えられる。言い換えれば 本作は仏涅槃図であると同時に、 延の署名と金字の題目が加 られることにより、日延が日源を正統な後継者として認め、妙光寺の経営を委ねるべく授与した曼荼羅本尊として 性格をも併せ持つことになったと言えるのではないだろうか。








































（）	 月蔵寺本「仏涅槃図」の基本情報は、縦一九〇、四センチ、横一四九・三センチ。紙本着色。堺市指定文化財 『描かれた仏の世界』 （堺市博物館、二〇一九年）参照。
（




（）	 日延筆「曼荼羅本尊」は「永享十年戊午 月中旬」との年紀が画面に記されている。 『妙光寺古文書』によれば、この本尊曼荼羅は泉洲佐野の泉花坊の日誦により寄進されたものとする。日誦については未詳。永享元年に 堺市経王寺が日延により開かれたとする。 『堺市史』第三編参照 『日蓮宗寺院大鑑』参照。






































（1）	 京都の日蓮宗は、室町時代中期から京都の公武商工業人層の支持を得て大発展したが、天文五年（一五三六）比叡山延暦寺とそれに同調した諸勢力により、徹底的に破却され、一時堺に避難することになっ 。宮崎英修『日蓮教団史研究』山喜書房、二〇一一年、 藤井学『法華文化の展開』法蔵館、 二〇〇二年参照。
（
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The introduction and criticizing the painting of 
Nirvana of Buddhism owned by Myōkōji temple.
Eriko SAEKI
Myōkōji a temple of Nichiren sect of Buddhism located in Izumisano city in Osaka 
prefecture, holds two pieces of the paintings of Nirvana of Buddha. The one of them 
(hereafter I call it Myōkōji version) is noteworthy because  the date 1434 ( 永享 6 年 ) is 
written by gilt letters on it.
Also the signatures of priest Nichien ( ？～1444) and priest Nichigen ( ？ ) are 
written on it , too. The former priest consecrated Myōkōji version and the latter one 
donated it to Myōkōji temple.
Moreover, Myōkōji version is worthy of attention that Daimoku ( 南無妙法蓮華経 , 
hail Lotus Sutra) is written by gilt letters in the upper center of it.
Daimoku; the sacred title of Hoke-kyo is very important for Nichiren sect of 
Buddhism. That is the icon symbolizing the salvation of Buddha for Nichiren sect of 
Buddhism. So, Nichiren wrote Daimoku by conspicuous letters in the center of the 
Mandala (Nichiren sect of Buddhism call it Mandarahonzon or Omandara) which 
he represented. And Nichiren awarded many Mandaras of his handwriting to his 
disciples.
I have never seen the painting of Nirvana of Buddha like Myōkōji version dating 
back to 15th century except for Myōhonji version (in Okayama prefecture). However, 
I think in the case of Myōhonji version Daimoku was added, when Myōhonji version 
was restored in Edo period.
So, in this paper, I introduce Myōkōji version and express some my opinion 
focusing on the following three points.
1  The function of Daimoku performed on Myōkōji version. (in the context of 
Nichiren Buddhism).
2 The background of producing Myōkōji version.
3  The possibility that is the notable motif wearing black priest robe represents 
a Nichigen who donated Myōkōji version.
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